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研究成果の概要（和文）：聴覚障害者にとって効果的な教育プログラムを開発するために，聴覚
障害者の認知活動について科学的に解明した。具体的な研究方法として，言語処理メカニズム
を解明するための fMRI 実験，聴覚障害者の視覚的注意を解明するための行動実験，聴覚障害者
の顔認知ストラテジーを知るための心理物理実験，他者の認知プロセスにおける影響の有無に
関する行動実験を行い，認知科学的に結果を分析した。聴覚障害者の認知特性をふまえた
e-Learning 教材等を制作し，聴覚障害学生の教育現場での導入を行った。  
 
研究成果の概要（英文）：The goal of this study is to develop an educational technology 
based on the cognitive theory of perception and learning specific to deaf students. We 
conducted four studies. The first study measured the language area of the brain using 
the fMRI technology. The second study measured the performance of attention. The third 
study measured the eye gaze when students watch human faces. The last study explored how 
the opinions made by peers influence students' judgments. And we analyzed these data based 
on the cognitive science. Based on the data, we designed the educational materials for 
E-leaning and then evaluated their effectiveness for deaf students. 
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１．研究開始当初の背景 

 聴覚障害者は，音と言語を結びつけて言葉
として認識する聴覚認知が困難である。その
結果として，言語性能力が不足してしまうこ
とは否めない事実である。この言語性能力は
結晶性能力ともいわれ，教育・文化などで培
われた知的背景に大きく影響を受けるため，

教育によって発達させることが可能な能力
である。聴覚障害者の認知活動を詳しく知る
ことは，言語性能力の発達を促す教育プログ
ラムを開発できるだけでなく，外部からの情
報量が絶対的に不足していることから生じ
る社会認知機能の発達をも促す事も可能に
なると考える。 
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 本研究は，欠損情報の補完や未発達能力に
着目するのではなく，聴覚障害者の認知特性
を把握して，障害の特性と個性に応じた個別
的教育につなげようとするものである。 

 

２．研究の目的 

 聴覚障害者の言語処理や視覚認知等につ
いて詳しく知ることにより，言語性能力や社
会認知機能の発達を促すことができるよう
な教育プログラムの基盤整備と教材の開発
を目的とする。 
 

３．研究の方法 

(1) 聴覚障害者の言語処理メカニズムを解
明するための fMRI 実験：音象徴性をもたな
い聴覚障害者が音象徴性をもつ言葉（擬態語
や擬音語）と持たない言葉（名詞，動詞，副
詞等）についてどのような処理をしているか
を調べる。具体的には，新奇オノマトペと動
画をどの程度マッチングできるかを調査し, 
fMRI を用いて，その時の脳活動を計測する。 
(2) 聴覚障害者の視覚的注意の特性を知る
ための行動実験：矢印，顔の向き，視線の向
き，指差しジェスチャーなどを手がかりとし
た時の，視覚的注意の変化を測定し，健常者
と聴覚障害者を比較することによって，訓練
法の開発の基礎とする。 
(3) 聴覚障害者の顔認知ストラテジーを知
るための心理物理実験：社会的認知活動の基
本である顔認知について，聴覚障害者と健聴
者を比較し，特性の有無を確認する。具体的
には，数種類の顔画像を一定時間提示し，そ
の時の視線活動を計測する。 
(4) 他者の認知プロセスにおける影響の有
無に関する行動実験：他者の物品に対する価
値評価等の情報が，自分の物品に対する価値
に影響があるかについて，物品を提示しただ
けの場合と，他者の評価付きで物品を提示し
た場合で評価が変化するのかを調査する。 
(5) 聴覚障害者の認知機能を考慮した教材
の制作：認知特性を踏まえた視覚情報を提示
し，教材が適切に利用されるかどうかについ
て，教材利用時の操作ログを収集する実験と
眼球運動測定実験等の行動実験，および，実
際に教材を授業に導入する実践実験やヒア
リングなどによって最適性を検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 聴覚障害者の言語処理メカニズム：健聴
者を対象とした実験では，擬態語が，動詞や
副詞などの音象徴性のない語に比べ，複数の
感覚モダリティの共感覚性を伴い直接経験
により設置した抽象度の低い言語形態であ
るという仮説を指示する結果がでた。しかし，
聴覚障害者では音表象のある擬態語に同様
の脳活動は見られなかった。 
(2) 聴覚障害者の視覚的注意：本実験では，

聴覚障害者と健聴者における視覚的注意の
違いについて検討した。実験では Posner ら
の先行手掛り法を踏襲し，3種類の中心手掛
り刺激（矢印，指，顔）を用いた。10代後半
から 20代前半の若年健聴者 20名と若年聴覚
障害者 22名が実験に参加した。先行手掛り
を呈示してからターゲット刺激を出すまで
の時間（SOA）を，100ms, 300ms, 700ms に設
定して反応時間を調べたところ，300msの SOA
の際に，先行手がかり刺激による利得（benefit）
が，聴覚障害者の方が健聴者に比べて大きい
ことを示唆する結果を得た。 
(3) 聴覚障害者の顔認知ストラテジー：眼球
運動は視覚的課題を行っている時の情報取
得ストラテジーを反映することが知られて
いる。この研究では，健聴者 23名と聴覚障
害者 20名を被験者として，感情読み取りタ
スクを行っている時の眼球運動を測定した。
その結果，聴覚障害者は鼻（あるいは顔の中
心部）よりも眼を良く注視する傾向があるの
に対し，健聴者はそれとは逆の傾向が見られ
た。この結果は，聴覚障害者と健聴者で顔の
認知課題を行う際の，視覚的ストラテジーが
違っている可能性を示唆する。 
(4) 他者の認知プロセスにおける影響：他者
の評価が自分の評価より高い場合には，自分
の評価が高くなる確率が高く，また低い場合
には低くなる確率が高かった。また，物品の
パッケージや味の評価の高低には関係なく，
他者の評価が高いほど高く，低いほど低くな
る傾向がみられた。つまり，他者の価値情報
が，物品の全体的な価値に対して影響を与え
ることが示唆された。今後，健聴者と聴覚障
害者の詳細な違いについて検討することで，
難聴者の社会認知機能の特徴を明らかにす
ることができる可能性が見出された。 
(5) 教材制作１：言語性能力の開発につなが
る教材としてオノマトペアニメーションコ
ンテンツを開発し，聾学校の幼稚部・小学
部・中学部・高等部の児童生徒に見せ，アン
ケートを実施した。同時に幼稚部から高等部
の教員と研究交流を行い，改良点や教材導入
に関する具体的な打合せを行った。改良を行
いネット教材として公開する予定である。 
(6) 教材制作２：高等教育の現場では，学習
者が自身のペースで学習を進めることので
きる e-Learning を開発導入した。この教材
は，音韻化しやすい文字表示，空間記憶を利
用した説明などを考慮し，文字や画像などの
静的情報、動画や音声などの動的情報を目的
に合わせて組み合せ制作した。作業の手順に
関する手続き的知識を獲得する教材では動
画と吹出し式のアノテーションを用い，知識
を獲得するための教材では，提示資料と字幕
入りビデオ動画を同時に提示する教材や，ク
イズやステップ式学習を促す教材等を制作
し， e-Learning 教材として大学内で運用を



 

 

開始した。 
(7) 教材制作に向けた実践実験１：集団的な
注意喚起が必要となる教室外での授業を想
定し，東京工業大学寺野研究室からレーザー
により視覚情報提示デバイスをお借りし，学
外授業実践を行った。その結果，実際に指差
しできないような学外の授業場面において，
実物に対して，アノテーションをダイレクト
に提示する事が有効であると分かった。 
(8) 教材制作に向けた実践実験２：教育や文
化として低学年で導入される人形劇を健聴
者と共に楽しめるように台詞が表示される
人形劇を制作し実演した。台詞や効果音など
の音声情報を分かりやすい言葉で視覚的に
提示し，物語の切り替わり場面を明確にする
事によって，聴覚情報の有無にかかわらず，
人形劇を楽しめることが分かった。 
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